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研究成果の概要（和文）：近世の都市法に関しては、従来「町触」が主な研究の分析対象とされ、「行政法規」
についてはその重要性にもかかわらず省みられることはほとんどなかった。本研究においては、「町触」の内容
とともに、「行政法規」を「町触」と関連づけて考察し、新たに位置づけることにより、都市法制全体のあり方
についても新たな角度から光を当てたものである。
上記の手法により、他の代表的な都市である京都、大坂(大阪)等における都市法の比較の素材としても有益な情
報を提供できたものと思われる。

研究成果の概要（英文）： About City rights in early modern times, ‘Machibure(law for the 
townspeople )’ was so far the main analysis subject for researchers, but ‘Administrative Law’ was
 rarely researched even though it is also the important analysis subject. The purpose of my research
 is to consider ‘Administrative Law’ by relating‘Machibure’ with viewing the detail of ‘
Machibure’, and newly position ‘Administrative Law’ and shine the light of the way of the whole 
of the legal system of City rights from the new angle. By the procedure above, I could provide 
beneficial information as research materials for the comparative researching of City rights in the 
other representative early modern cities such as Kyoto and Osaka.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
近世社会において広範に存在した実務役人の機能については、都市法に関係する領域に止まらず、近世社会にお
いてその果たした役割の具体的な検証については、これまでほとんどなされていなかった。
本研究においては、都市法における「行政法規」の内容と実務役人の機能を関連づけて理解することによって、
実務役人の機能を客観的に評価することが可能になり、既に長い研究史上の蓄積があるヨーロッパ諸国における
中・近世の都市法をめぐる研究に対しても有効な提言ができたものと確信するものである。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
本研究の研究代表者は、これまで近世都市・江戸の都市法とその構造について分析を進めてき
たものであるが、その研究内容は次のような特色を有するものであった。第一に、近世都市・
江戸を考察の対象として、「都市法」の実態そのものを明らかにした点である。それまでの研究
においては、都市法自体の特質に迫ったり、あるいはその具体的な分析を試みようとする研究
は質量ともに不十分な状況であったが、この点を克服しようと企図したものである。 
 第二に、江戸の都市法を分析の対象としながら、いわゆる「町触」のみでなく、与力・町年
寄と町役人等に代表される役人の間で伝達されている「行政法規」についても同時に視野に入
れて分析を行った点である。この点により、都市法の運用や施行という局面においてより多角
的に分析したものである。 
 本研究においては、上記の手法をさらに発展させ、また分析対象を一段と広げることにより、
江戸の都市法における「行政法規」の成り立ちの特色や同時にその際果たした実務役人の具体
的な機能について明らかにすることを目的としたものである。 
 
 
 
 
２．研究の目的 
本研究は、近世最大の都市である江戸を考察の対象とし、都市法についていわゆる「町触」だ
けではなく、行政法規、行政規則も合わせて分析の対象に据えることにより、これまでその多
くは不明であった都市法に関する様々な実態を明らかにすることを目的とするものである。ま
た、その際に、与力、町年寄、町役人等の実務役人の果たした役割を射程に入れることにより、
都市法の運用の具体的なあり方を示すことを通して、近世都市社会における行政手続きの特質
と実務役人の機能について新たに位置づけ直すことを試みたものである。 
 そして、近世における代表的な都市である京都、大坂や他の主要な城下町に関する研究に対
しても、比較の素材を提供することを同時に目的としたものである。 
 
 
 
 
３．研究の方法 
本研究では、①江戸の都市法のなかでも「行政法規」を中心として、既刊の史料集を収集・分
析するとともに、東京周辺の多くの図書館等に断片的に所蔵されている未刊の史料の内、従来
注目されていなかったものについて史料調査を実施し可能な限り網羅的に収集する、②収集し
た都市法のなかでも「行政法規」の運用に関して実務役人がどのような役割を果たしていたの
かについて分析する、③「行政法規」の内容を的確におさえた上で実務役人の実際の機能を示
すことにより、都市法制における行政手続きの展開のあり方について再定置を試みる、という
三段階からなる研究の方法を採用した。 
 
 
 
 
４．研究成果 
上記のような研究の方法により、近世都市・江戸における都市法、行政法規や行政規則、実務
役人の具体的な機能について、これまでの関連する研究においてはほとんど不明であった重要
な論点とその実態のあり様を新たに発見することができ、その成果として下記の学術論文を公
表することができた。 
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